
いじめ防止「きずな」キャンペーン 
１１月は仙台市の児童生徒８万人が一斉にいじめ防止「きずな」キャンペーンを行いました。いじめは決し

て許されない行為であるとともに,どの子どもにも,どの学校でも起こりうるものであることを十分認識して,

いじめをなくすために様々な取組を行うことで,「いじめをしない,させない,許さない」という子どもたちの

意識を高めるための取組です。本校では各学級で行動目標とアクションを話し合いました。それを踏まえて生

徒会が中心となって学校全体の行動目標を検討しています。次回の学校だよりでは，「いじめ防止『きずな』

アクション（いじめをなくすための具体的な行動や活動のこと）をご紹介したいと思います。ご家庭において

も，いじめは決して許されない行為であることや，憶測や偏見で差別をしてはならないこと等について，お子

様と話題にしてください。 

 

２年生「自分づくり教育」 
    ～たくさんの経験をさせていただき，たくさんの学びがありました～ 

 これまでも学校ブログや学年だよりなどでお知らせしてきましたが，

職業講話として，株式会社フェイス代表取締役社長の伊藤友紀様から

「私の経験から君たちへ伝えたいこと」と題してお話いただきました。

また，株式会社セールスリンクの大原みよこ様からビジネスマナーを

御指導いただきました。１０月２５日（水）～２７日（金）には， 

１４の事業所で職場体験活動を行いました。生徒たちは働くことの意

義，学校では学ぶことのできない社会でのルールや厳しさも肌で感じ

ることができました。１２月７日（木）は，事業所ごとに生徒たちが

これまでの活動の成果を発表しました。業務の内容はもちろん，実演や

クイズでわかりやすく楽しく体験したことを伝えました。生徒たちが考
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えた「働くこととは？」どんなことなのか，収入を得るだけではなく，「やりがい」や「喜び」があることを

実感し，まとめたグループもありました。小中連携事業の一環として，吉成小学校５・６年生の皆さんや本校

の１年生にも披露しました。２年生の保護者の皆様にも足を運んでいただき，たくさんの拍手もいただきまし

た。これまで多くの皆様からご支援，ご協力をいただきましたことに心から感謝申し上げます。 

 

～もうすぐクリスマス １階マルチは癒やし空間です～   
  けやき学級では紙粘土を使って，自由な発想でクリスマスリースを手作り

しました。紙粘土を綺麗に丸めたり，順序よく並べるだけではなく，ちぎっ

た粘土をそのまま置いていくのもよし，

それぞれ個性が光る作品に仕上がりま

した。また，クリスマスツリーも１階

マルチに飾りました。本校のツリーは

くまのぬいぐるみがオブジェのメイン

となっており，とても素敵な空間にな

りました。毎日頑張っている生徒たち

の心の癒やしになってくれればと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～「仙台屋桜」の苗を植樹しました～  
「仙台屋桜」とは，仙台

から移住してきた方が高知

で仙台屋という屋号で商売

を始め，その屋敷の庭へ移

植した桜だそうです。花び

らの外側にかけて濃いピン

クが広がる特徴的な花を咲

かせるようで，植物学者の

牧野富太郎さんによりこの

名がつけられたともいわれているようです。吉成市民センターの館長様を介して本校にもお譲りいただきま

した。花が咲くまで数年かかるようですが，どんな花を咲かせていくのかが楽しみです。 

第１回学校運営協議会開催 
 １２月５日は本校を会場に令和５年度 第１回学校運営協議会（コミ

ュニティ・スクール）が開催されました。４年ぶりに夏休みに開催した

『てらこや』について，来年度はどのように開催するのか？が主な協議

内容でした。『てらこや』が始まった経緯も踏まえて，「この事業を通し

て，吉成地区の子どもたちにどんな力を育みたいのか？」を真剣に考え，

様々な意見を出し合いました。吉成はとても温かな視点で，じっくり子

どもたちを育てるすばらしい地域であることを実感しました。 

１階マルチのクリスマスリースとツリー 

話し合いの様子 

レストランのサラダ 

作りを実演中 


